
第２学年 保健体育科学習指導案 
２年４組 男子 21 名 女子 19 名 計 40 名 

  指 導 者    松 田  匠 

  

【授 業】13：10～14：00  会場  体育館（１階） 

【協議会】14：15～15：25  会場  技術室（１階） 

 

１ 単元名   球技/バスケットボール  

  

 

２ 単元について 

（１）単元設定の趣旨 

  球技は、ゴール型、ネット型及びベースボール型などから構成され、個人やチームの能力に応じ

た作戦を立て、集団対集団、個人対個人で勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わうことのできる運

動である。バスケットボールはゴール型に位置付けられ、ドリブルやパスなどのボール操作で相手

コートに侵入し、 シュートを放ち、一定時間内に相手チームより多くの得点を競い合うゲームであ

る。学習指導要領では「第１学年及び第２学年では、攻撃を重視し、空間に仲間と連携して走り込

み、マークをかわしてゴール前での攻防を展開できるようにする。」と記載されており、ボール保持

時及び非保持時のボール操作や空間への動き方を理解する必要がある。しかし、吉永１）はある授業

を参観した際、「得意な子供たちがシュートを決め、その他の子供達は、ただひたすらボールが移動

する方向へ走るか、その場からほとんど動かずにゲーム終了の笛が鳴るのを待っているかのいずれ

かであった」と述べている。本校生徒においても例外ではなく、事前アンケートでは、約半数の生

徒がバスケットボールに好意的な回答を示しておらず、「どこに動くとよいのか分からない」をその

理由としている生徒も多い。また、松本２）はゴール型球技指導の難しさについて、学習者が実際に

動こうとする際に何をしたらいいのか分からない状況を生み出す要因として「空間」を挙げている。

味方、相手、ボール、ゴール、コートなどの複数のものが存在し、さらに攻守が流動的である中で、

瞬時に適切なプレイを選択し動作に移さなくてはならない。これらのことが、プレイを選択・判断

する困難さにつながっていると考える。そこで、本実践における第２学年では、「より有効な攻撃と

は」を単元を貫く学習課題と設定し、各時間や生徒の実態に応じた「空間」の有効性や「状況判断」

の基準について理解を深めながら学習を進めていく。 

本校保健体育科では、保健体育科の「見方・考え方」には、「特性的な見方・考え方」と「価値

的な見方・考え方」の側面があり、これは決して相反するものではなく、２つの軸が相互に関連し

合って目指すべき姿である「豊かなスポーツライフの実現」に向かうと考えている。バスケットボ

ールで例えるなら、「特性的な見方・考え方」とは、主に技能やルールに当たる、ドリブルやシュ

ート、空間の使い方、トラベリングやダブルドリブル等である。一方で「価値的な見方・考え方」

とは、バスケットボールをする上で必要な心情の側面である。公正に取り組む、互いに協力する、

一人一人の違いを大切にするなどの意欲を指している。そこで、本単元では、一人一人に応じたバ

スケットボールの楽しみ方を探究していく活動を通して、「価値的な見方・考え方」を養いながら、

バスケットボールの特性や魅力を獲得していく単元構成になるよう設定した。 

 

（２）生徒の実態 

  本学級の生徒は、体育の授業に対して意欲的に活動する生徒が多く、与えられた課題に対して解

決していこうとする姿がよく見られる。第１学年では、全４時間の小単元でバスケットボールを行

い、ハーフコートの３on３を経験してきた。ダブルドリブルやトラベリング、ファウル等の基本と

午後公開 



＜図１ ボールゲームの局面構造＞ 

なるルールを理解し、攻守の切り替え場面が無い３on３で実践を積んだものの、個人の技能で突破

を図ることが多く、仲間と連携して空間を作る動きはほとんど見られなかった。今年度、バスケッ

トボールについての事前アンケートでは、苦手意識をもつ生徒が約半数いた。その理由には「ボー

ルをもっても相手にとられそうで怖い」「どこに動くとよいか分からない」等のボール保持時と非保

持時の自分がすべき行動が明確でないことに難しさを感じている。一方で、「パスが繋がると楽しい」

「シュートを打つ、決めると気持ちいい」「友達と作戦を考えるのが楽しい」等、プラスに捉えてい

る生徒も多くいる。そこで本単元では、ボール保持時とボール非保持時に行う具体的な行動を整理

しながら、学習を進めていく。また、生徒の探究テーマを「自分がバスケットボールを楽しむため

には」と題し、探究活動を設定していく。苦手意識をもつ生徒も「自分」が楽しめるための方法を

追究していくことで、自己の成長を肯定的に受け止め、バスケットボールがもつ面白さに触れなが

ら活動できると考える。この学習を通して、生徒が個人やチームの能力に応じた作戦を立て、集団

対集団、で勝敗を競うことに楽しさや喜びを味わうだけでなく、自己の適性等に応じた多様な関わ

り方を見いだすことができるようになる姿を願っている。 

 

（３）指導の構え 

① 個探究がチームの課題解決へと変容していく単元構成 

   単元を通して「自分がバスケットボールを楽しむためには」という探究テーマを設定する。最

初は「シュートを決める」「パスをつなぐ」等の個々の理解から始まる生徒が多い。ゲームを重ね

バスケットボールの戦術の特性について課題を感じ始めると、「自分のもっている力でチームに貢

献するには何ができるだろうか」と意識の変容を期待できる。自分ができることについてのスタ

ートラインは違うが、一人一人の「やってみたい」「これはできた」を積み重ねていく単元構成と

することで、運動有能感を高めながら学習を進めていく。学習の中で、生徒は、ゲームを行う度

にチームの新たな課題に直面するだろう。そこで、本単元では「自分がバスケットボールを楽し

むためには」という個々が探究してきた内容から「チームのために自分にできることは何か」へ

と課題の複合と変容をねらう。そのためには「パスをつなぐ」という一面的な見方から、どんな

場面で、なんのためにパスをつなぐのかという具体的な行動目標についての気付きを促しながら

活動を行いたい。本単元を通して、個の学びがチームの成長へと繋がっていくことを十分に実感

させ、一人一人の違いを認め合いながら、仲間の存在を大切にできる関係性の構築を期待したい。 

 

② プレイの選択・判断を促す掲示 

   ゴール型球技の特性として、土井３）の「ボ

ールゲームの局面構造とそれぞれの局面に要

求される技能」をもとに中学校の発達段階を

考慮し簡易化した局面構造を提示する。図１

にあるように、ボールゲームは４つの局面に

よって使用する技能や動き方、立ち位置等が

変化する。本単元におけるゲームの局面構造

は攻撃、攻撃から守備、守備、守備から攻撃

のサイクルになると考えられる。中でも、攻

撃時には、「ボールを運ぶ局面」「シュートのための組み立て局面」「シュート局面」とさらに細分

化して考えることができる。生徒が「どこに動いていいか分からない」状況が、一体いつの場面

で起こるか自ら判断することができれば、やるべき行動が明確になる。 

 

 ③ 俯瞰映像を活用した自己分析スライドの作成 

   俯瞰映像を見ることの有効性は言うまでもない。吉田４）は、「俯瞰映像を見ることで、適切な



＜図３ 有効な攻撃場所＞ 

＜図２ コート内のゾーン分け＞ 

＜図４ ゾーン心電図＞ 

 

＜図５ 分析結果集計表＞ 

 

状況把握ができ、行動改善につながる」と述べている。また、小泉５）らは俯瞰映像の効果につい

て「個人の空間の使い方の高まり」「周りを見る必要性」「攻守の切り替え」等に効果があると述

べており、ゲームの局面構造と合わせることで、より適切な状況判断を行うことにつながると考

える。単元で３回位置付けた、分析やレポート作成の時間では、自分のよかったプレイや課題と

なるプレイの映像をトリミングし蓄積していく。個人技能の高まりを期待できるほか、自身でよ

り適切な空間を見つけることができるだろう。また、そのスライドはチームで１つのシートを使

用することで、チームの仲間が、どんなプレイに課題を感じているか、どんなプレイを臨んでい

るかを瞬時に共有でき、チームとしての高まりも期待できるだろう。生徒は、個々の学びが、い

つしかチームとしての高まりや一体感に変容していく過程に、バスケットボールの魅力を感じる

だろう。 

 

④ 有効なゾーンを示すコートの分割と分析 

 生徒が難しさを感じる要因の一つに「どこに動くとよ

いか分からない」がある。そこで、コートを図２のよう

に分類した。攻撃の際の第一優先は、制限区域内である

中央Ａのゾーンである。このゾーンが守備者で埋められ

ていた場合は、右Ａもしくは左Ａである。右Ａ左Ａとも

狙えない場合は、Ｂゾーンとなる訳である。また、図３

にあるように、有効な攻撃場所の場所を示す。５時間目

の分析の時間には、プロバスケットボールの映像を視聴

する。選手がどこのゾーンの取り合いをしているかは一

目瞭然であり、主にどこに位置しているか理解できる。

中央Ａでフリーになるためにはどういう動きをチームで

連携してすればよいかが考えるための手立てになると考

える。 

 

 ⑤ 「空間」についての課題発見を促す「ゾーン心電図」 

   ある程度チーム課題への意識が

高まってくると、「守り方」や「空

間」への侵入についての課題に到

達するだろう。しかしながら、「空

間」は俯瞰映像や分析無しには理

解しがたいものである。そこで具

体的に、いつ、どのように、どの

くらい、「空間」に侵入したかが分

かるように、「ゾーン心電図」を導

入する。「ゾーン心電図」とは、図

１で示したコート内の各ゾーン間

においてどのようにボールが運ば

れたかを記録するシートである。

どこからどこへのパスが多いのか、

Ａゾーンへ侵入するためのパスや

ドリブル、各ゾーンからのシュー

トの回数、はどうかを数値で集計



することで、チームの特徴や課題に気付くことができる。また、ボールの動きをゾーンで示した

ものであることから、「空間」に対する生徒の認識がさらに高まることを期待できる。さらに図５

にように、ゾーン間でのパスの回数、ミス数とそれに対応した、成功・失敗の主な要因の例を示

すことで、数値から読み取れる一般的な事象と自らが体験した運動時の感覚とを融合させた見解

をチームとして示すことができると考える。このような分析によって得られた結果が、一人一人

の生徒のさらなる主体性の高まりを生み出すことが期待される。 

 

３ 「見方・考え方」を働かせ、「深い学び」を実現する授業づくり 

（１）保健体育科が掲げる運動の本質的な問いとの関連 

 

 

 

 

 

（２）深い学びが実現している状態 

  学習指導要領解説では、保健体育の見方・考え方について「運動やスポーツを、その価値や特性

に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点で捉え、自己の適性等に応じた

『する・みる・支える・知る』の多様な関わりと関連付けること。」と記述されている。そこで本単

元で目指す「深い学び」が実現している姿を以下のように捉える。 

 

 

 

 

 

本単元で目指す深い学びを、自身がバスケットボールを楽しむための探究過程において、「する・

見る・支える・知る」のそれぞれの関わり方と関連付けて技能を習得し、仲間と連携してゴールを目

指したり、防いだりすることに喜びを感じ、今後の学習や日常に生かそうとしている姿。 

バスケットボールの楽しさとは何だろうか。 

＜特性的な見方・考え方＞ 

「運動の技能を高めるにはどのようにす
るとよいだろうか（方法領域）」 

＜価値的な見方・考え方＞ 

「運動することにある意味とは何だ 
ろうか（内容領域）」 

 

本質的な問い 

より有効に空間を使い、シュートにつなげる

にはどうするとよいか。、 



関わり方 具体的な知識や言動 等 

 

する 

【ボール保持者】 

・より適切な状況判断でパスやドリブルなどでボールをキープすること。 

・得点しやすい空間にいる味方にパスを出すこと。 

・ゴール方向に守備者がいない状況でシュートをすること。 

【ボール非保持者】 

・ボールを運ぶ局面では、コートの空いている空間に広がること。 

・シュートのための組み立て局面では、守りをかわして空間に侵入すること。 

・シュート局面では、リバウンドや守備に備えること。 

みる 
・俯瞰映像を見て、動き方や判断について、仲間に助言をすること。 

・各ゾーンの使い方が適切かどうかを見ること。 

・俯瞰映像から自分の動きのよい点や改善点を見付けること。 

支える 
・仲間の挑戦や失敗を肯定的に受け止め、一人一人の違いを認められる励まし

や賞賛の声かけができること。 

・仲間の探究テーマについて一緒に解決していこうとすること。 

・互いの有利や不利に関係なく、事実に忠実にプレイヤー同士で公正なセルフ

ジャッジを行うこと。 

知る 
・ゲーム局面構造に応じた、プレイの選択・判断基準や行動について。 

・より有効な空間の使い方について。 

・トリプルスレッドやピボットの有効性について。 

 

（３）深い学びの評価について 

  授業者が総括的評価をする際、「する・みる・支える・知る」のそれぞれの観点には３つの具体的

な行動目標設定した。各観点３つのうち、２つ以上の記述をするか、体現しているかを授業者が判

断し総合的に判断する。すべての項目で２つ以上達成できれば「深い学び」が実現したと定義し、

評価に生かす。 

 

４ 全体計画 

（１）単元計画（全１４時間）  

次 時  学習課題・内容 等 

一次 

１ 

基礎技能を試合で生かしてみよう（課題発見のゲーム） ２ 

３ 

４ 探究テーマの設定 俯瞰映像の分析 

二次 ５ 

探究テーマにあった活動をしよう（個人課題解決のためのゲーム） 

６ 

７ 

８ 

９ 

三次 10 

より有効な空間の使い方を考えよう 

探究テーマにあった活動をしよう 

11 

12(本時) 

13 

14 個人探究テーマについてまとめよう 

（２）単元構造図（別紙参照） 

＜本単元で設定した「する・みる・支える・知る」の視点＞ 
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課
題

学
習

の
流

れ
現

状
把

握
と

課
題

設
定

探
究

テ
ー

マ
設

定

基
礎

技
能

の
確

認

ル
ー

ル
の

確
認

試
し

の
ゲ

ー
ム

基
礎

練
習

　
チ

ー
ム

練
習

・
ピ

ボ
ッ

ト

・
ジ

ャ
ブ

ス
テ

ッ
プ

・
ト

リ
プ

ル
ス

レ
ッ

ド

・
ア

ウ
ト

ナ
ン

バ
ー

ゲ
ー

ム

チ
ー

ム
課

題
の

確
認

「
有

効
な

攻
撃

と
は

」

ゲ
ー

ム

４
対

４

試
合

の
振

り
返

り

探
究

テ
ー

マ
設

定

探
究

活
動

の
計

画

学
習

内
容

②
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＜
深

い
学

び
が

実
現

し
て

い
る

姿
＞

　
本

単
元

で
目

指
す

深
い

学
び

を
、

自
身

が
バ

ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

を
楽

し
む

た
め

の
探

究
過

程
に

お
い

て
、

「
す

る
・

見
る

・
支

え
る

・
知

る
」

そ
れ

ぞ
れ

の
関

わ
り

方
と

関
連

付
け

て
技

能
を

習
得

し
、

仲
間

と
連

携
し

て
ゴ

ー
ル

を
目

指
し

た
り

、
防

い
だ

り
す

る
こ

と
に

喜
び

を
感

じ
、

今
後

の
学

習
や

日
常

に
生

か
そ

う
と

し
て

い
る

姿
。

球
技

に
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
，

フ
ェ

ア
な

プ
レ

イ
を

守
ろ

う
と

す
る

こ
と

，
作

戦
な

ど
に

つ
い

て
の

話
合

い
に

参
加

し
よ

う
と

す
る

こ
と

，
一

人
一

人
の

違

い
に

応
じ

た
プ

レ
イ

な
ど

を
認

め
よ

う
と

し
て

い
る

。

攻
防

な
ど

の
自

己
の

課
題

を
発

見
し

，
合

理
的

な
解

決
に

向
け

て
運

動
の

取
り

組
み

方
を

工
夫

す
る

と
と

も
に

，
自

己
や

仲
間

の
考

え
た

こ
と

を

他
者

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

次
の

運
動

に
つ

い
て

，
勝

敗
を

競
う

楽
し

さ
や

喜
び

を
味

わ
い

，
球

技
の

特
性

や
成

り
立

ち
，

技
術

の
名

称
や

行
い

方
，

そ
の

運
動

に
関

連
し

て
高

ま
る

体
力

な
ど

を

理
解

す
る

と
と

も
に

，
基

本
的

な
技

能
や

仲
間

と
連

携
し

た
動

き
で

ゲ
ー

ム
を

展
開

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
ア

 　
ゴ

ー
ル

型
で

は
，

ボ
ー

ル
操

作
と

空
間

に
走

り
込

む
な

ど
の

動
き

に
よ

っ
て

ゴ
ー

ル
前

で
の

攻
防

を
す

る
こ

と
。

チ
ー

ム
課

題
の

確
認

「
有

効
な

攻
撃

に
対

す
る

守
り

方
と

は
」

ゲ
ー

ム

４
対

４

チ
ー

ム
課

題
の

確
認

「
空

間
の

使
い

方
と

は
」

ゲ
ー

ム

４
対

４

1
0

9
2

1
1
1

単
元

の
見

通
し

3
4

授
業

づ
く

り
の

ポ
イ

ン
ト

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

タ
イ

ム

・
ド

リ
ブ

ル
・

パ
ス

・
シ

ュ
ー

ト

個
人

探
究

活
動

課
題

見
直

し
個

人
探

究
→

チ
ー

ム

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

タ
イ

ム

・
ド

リ
ブ

ル
・

パ
ス

・
シ

ュ
ー

ト

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

タ
イ

ム

・
ド

リ
ブ

ル
・

パ
ス

・
シ

ュ
ー

ト

・
コ

ー
ト

を
ゾ

ー
ン

毎
に

分
類

し
、

攻
撃

の
際

の
第

一
優

先
が

、
制

限
区

域
内

で
あ

る
中

央
A

の
ゾ

ー
ン

と
す

る
。

ゾ
ー

ン
を

攻
撃

の
優

先

順
位

の
目

安
と

し
有

効
な

攻
撃

の
場

所
を

示
す

こ
と

で
、

ど
こ

に
動

く
と

よ
い

か
の

理
解

が
深

ま
る

よ
う

に
す

る
。

・
本

単
元

に
お

け
る

ゲ
ー

ム
の

局
面

構
造

は
攻

撃
、

攻
撃

か
ら

守

備
、

守
備

、
守

備
か

ら
攻

撃
の

サ
イ

ク
ル

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

中
で

も
、

攻
撃

時
に

は
、

「
ボ

ー
ル

を
運

ぶ
局

面
」

「
シ

ュ
ー

ト
の

た
め

の
組

み
立

て
局

面
」

「
シ

ュ
ー

ト
局

面
」

と
さ

ら
に

細
分

化
し

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

生
徒

が
「

ど
こ

に
動

い
て

い
い

か
分

か
ら

な
い

」
状

況
が

、
い

つ
の

場
面

で
起

こ
る

か
自

ら
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
や

る
べ

き
行

動
が

明
確

に
な

る
。

・
単

元
で

３
度

位
置

付
け

た
分

析
や

レ
ポ

ー
ト

作
成

の
時

間
で

は
、

自
分

の
よ

か
っ

た
プ

レ
イ

や
課

題
と

な
る

プ
レ

イ
の

映
像

を
ト

リ
ミ

ン
グ

し
蓄

積
し

て
い

く
。

個
人

技
能

の
高

ま
り

を
期

待
で

き
る

ほ

か
、

自
身

で
よ

り
適

切
な

空
間

を
見

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る
手

立
て

と
す

る
。

ま
た

、
そ

の
ス

ラ
イ

ド
を

チ
ー

ム
で

１
シ

ー
ト

を
使

用
す

る
こ

と
で

、
チ

ー
ム

の
仲

間
が

、
ど

ん
な

プ
レ

イ
に

課
題

を
感

じ
て

い
る

か
、

ど
ん

な
プ

レ
イ

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
る

か
を

瞬
時

に
共

有
で

き
、

チ
ー

ム
と

し
て

の
意

識
と

動
き

の
高

ま
り

が
生

ま
れ

る
よ

う
に

す
る

。

レ
ポ

ー
ト

の
書

き

方

・
個

人
の

変
容

・
動

画
分

析
学

習
内

容
の

確
認

バ
ス

ケ
特

有
の

技
能

を
試

そ
う

価
値

的
な

学
び

の

共
有

・
協

力

・
共

生

発
表

会

・
グ

ル
ー

プ
間

共

有

チ
ー

ム
課

題
の

確
認

「
空

間
の

空
け

方
や

使
い

方
と

は
」

リ
ー

グ
戦

(後
半

)

４
対

４

振
り

返
り

・
片

付
け

課
題

見
直

し

1
2

個
人

探
究

⇔
チ

ー
ム

探
究

試
し

の
ゲ

ー
ム

・
基

礎
技

能
分

析
の

仕
方

個
に

応
じ

た
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
振

り
返

り
個

の
特

性
を

生
か

し
た

チ
ー

ム
戦

術
空

間
の

使
い

方
目

的
を

も
っ

た
攻

め
方

・
守

り
方

5
8

7
6

1
3

②

学
習

内
容

の
確

認

探
究

活
移

動
に

応
じ

た
練

習
を

し
よ

う

学
習

内
容

の
確

認

探
究

活
移

動
に

応
じ

た
練

習
を

し
よ

う

学
習

内
容

の
確

認

探
究

活
移

動
に

応
じ

た
練

習
を

し
よ

う

探
究

活
動

の

振
り

返
り

探
究

課
題

の

再
設

定

調
べ

学
習

探
究

活
動

の

振
り

返
り

空
間

の

空
け

方

使
い

方

仮
説

に
つ

い
て

の
検

討

探
究

活
動

・
個

人
練

習

・
チ

ー
ム

練
習

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

タ
イ

ム

・
ド

リ
ブ

ル
・

パ
ス

・
シ

ュ
ー

ト

リ
ー

グ
戦

 (前
半

）

４
対

４

探
究

活
動

・
個

人
練

習

・
チ

ー
ム

練
習

探
究

活
動

・
個

人
練

習

・
チ

ー
ム

練
習

③
②



５ 本時の学習（12／14時間） 

（１）指導目標 

  ・ 守りを交わして空間に侵入することや、得点しやすい空間にパスを出すことについて仲間に

伝えたり書いたりしている。                 【思考力・判断力・表現力】 

（２）展開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点 

１ W－UPを行う。 

 ・ドリブル、シュート、パス、ピボット 

 

 

２ 学習課題を提示する。 

 

 

 

３ 個人の探究課題を確認した後、前回のゲーム

分析シートをもとにチーム課題についてす

る。 

 

・私のチームは B→A のところでのパスミスが多

いので、A ゾーンでフリーになるように動きた

い。 

・僕のチームは、A ゾーンでのシュート回数が少

ないから、どうにかして相手を引き出して、

フリーになりたい。 

・私たちのチームは AB のパスが少なく、ゴール

も少ない。無理やり侵入している感じがある

から、一度Bゾーンへ広げて、制限区域内のス

ペースを空けるようにしたい。 

 

 

 

４ 前半のゲームを行う。 

・該当のゲーム以外の生徒は、分析班・撮影

班・審判補助班に分かれ活動を行う。 

＜試合の流れについて＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時まで学習したピボットやトリプルスレッ

ド、ジャブステップ、フェイント等、多様な

技を取り入れながら準備運動ができるように

声をかけたり、挑戦している姿について賞賛

したりする。 

 

 

 

・個人の探究課題について、確認の時間を設

け、互いの挑戦や失敗を賞賛しようとする雰

囲気を感じられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析シートより抜粋＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜試合の主なルール＞ 

・４人対４人 全員が均等に出るよう交代 

・時間は、５分程度 

・審判はセルフジャッジ 

・３点シュートはなし 

・制限区域内は３秒のみ 

・前後半の総得点で勝敗が決まる。 

・試合の無いチームで、ゾーン心電図の分

析、カメラ撮影、審判補助を行う。 

・ファウル等は、セルフジャッジで行い、審

判補助が、制限区域内の監視を行う。 

【学習課題】チーム探究課題を解決するには、どのように動くとよいだろうか。 



５ 前半戦を振り返り、チーム練習を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 学習課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人探究課題をチームで確認した上で、チー

ムとして課題に感じていることを話し合う。

その際に、個人探究課題の追究とチーム課題

との関連が浅いチームには、教師が積極的に

介入し、練習方法や、考え方について提案す

る。 

例） 

＜個人課題＞ 

「私は、シュートを打たせないように守ること

ができたら楽しむことができる」 

 

 ＜チーム課題例 A の場合の助言＞ 

「２対２の練習で、とにかく守ろう。守れなか

った時に相手がしたことが、他のチームにと

っても嫌なことだよ。」 

のように、守備と攻撃は、表裏一体となって

いることを理解させ、探究活動の時間に入る

ことで、個人の探究課題とチーム課題との関

連性を感じられるようにする。 

 

 

・チーム課題の確認をしながら、切り返しの問

いを行い、ボール保持者や非保持者が具体的

にどのような行為をすることが効果的か具体

的に考えさせられるようにする。 

 

 

 

 

・チームの作戦ボードや学級用のホワイトボー

ドで実際にマグネットを動かしながら考えを

共有することで、生徒に、各チームが課題と

感じているもの共通点に気付かせられるよう

構造的に板書に位置付ける。 

 

 

例）板書に位置付ける用語 

・空間が無い 

・空間を空ける 

・引き出す  ・使う 

・「上手い」「下手」ではなく、「もしもドリブル

で突破されたとしたらシュートまでいってし

まう」という状況に対して、守りができるこ

とについて考えられるように、必要であれば

ボードを用いて補足説明する。 

 

 

 

 

 

課題例Ａ 

相手が一人ずつマークをついているからフリ

ーになることができない。 

課題例 B 

Ａゾーンが密集し、侵入できる空間がない。 

＜切り返しの問い＞ 

どんな時にマークが外れるだろうか。 

・ディフェンスがボールを見た瞬間に空間へ

走り込めるかもしれない 

・Ｂゾーンでパスを回したり、わざとＡゾー

ンへパスをしたりすると相手もボールの方

向に動くかもしれない。 

＜切り返しの問い＞ 

どうするとＡゾーンの空間から相手を引き出せ

るだろうか。 

・Ｂゾーンからもどんどんシュートを打てば、

相手は前に出てくるかもしれない。 

・ドリブルで切り込んで、相手を二人ひきつけ

れば一瞬Ａゾーンの真ん中あたりが空くので

はないか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ゲームの後半戦を行う 

・前半戦と同じ組み合わせ 

 

７ 振り返りを行う 

・左 Aゾーンを使った瞬間、右 Aゾーンの守備の

人が真ん中に寄ったから、フリーになり、パ

スを出せた。シュートは入れなかったけれど

いい崩しができた。 

 

 

 

 

 

 

・自分は制限区域内にいたけれど、外側に広が

ったことで、相手がついてきて中央 A が空い

た。そこに味方が走り込んできて、シュート

を打つことができた。 

 

 

 

 

 

 

８ 片付け・挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
・空間は自らが発見し使うことで、シュートや
得点につながるという認識から、自分が動く
ことで相手が使いたい空間から引き出され、
他の味方が侵入できるようになるという「空
間を空けて使う」という認識が芽生えたり、
より明確になったりすることねらう。 

 

 

 

７ 授業観察の視点 

 切り返しの問いや、チームタイム等は、空間への侵入について理解を深め、技能を高めることに有

効であったあか。 

 

守りを交わして空間に侵入することや、

得点しやすい空間にパスを出すことについ

て仲間に伝えたり書いたりしている 

【思考力・判断力・表現力】 

課題例 C 

上手い相手が守りにくると、ミスが起こりや

すくなってしまう。 

＜切り返しの問い＞ 

うまく引き出されているということは、どう

いうことだろうか。 

・他の空間で同じようなことが起きているか

もしれない。 

・うまい相手をＢゾーンまで引き出せれば、

Ａゾーンに空間は生まれやすくなるかもし

れない。 
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・文部科学省「中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編」（東洋館出版社 2018） 

 ・文部科学省国立教育政策研究所「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」（東洋

館出版社 2020） 

 ・鬼塚陽子ら「バスケットボールの攻撃映像を用いた戦術状況判断テスト作成の試み」（体育科教育

学研究,2004） 

 ・庭木守彦ら「体育授業における教授学的研究～バスケットボールを教材として～」（熊本大学教育

実践研究,1990） 

 ・佐々木直基「視覚的フィードバックが運動スキル獲得に与える影響」（びわこ成蹊大学研究紀

要,2010） 

 ・清水安夫ら「運動スキル促進要因としての認知的能力の探索的研究‐バスケットボール授業のビ

デオ介入による検討‐」（神奈川体育学会 体育研究 2010） 

 ・高田彬成,森良一,細越淳二「これからの体育科教育はどうあるべきか」（東洋館出版 2023） 

 ・梅澤秋久「体育における『学び合い』の理論と実践」（大修館書店 2016） 

 ・鈴木直樹,藤本拓矢ら「体育授業の一人一台端末活用アイディア 60」（明治図書 2022） 

 


